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当院では、医の倫理と病院の理念に基づいた医療を積極的に推
進していくため、患者さんの基本的な『権利と責務』を、以下
のように宣言します。

【患者さんの権利】　
１）人としての尊厳を保ちながら、良質の医療を受ける権利
２）充分な説明と情報提供を受け、自らの意思で治療法の
決定やセカンドオピニオンを希望する権利

３）個人に関するプライバシーを保護される権利

【患者さんの責務】
４）疾病や医療を理解するよう努力する義務
５）医療に積極的に取り組む義務
６）快適な医療環境づくりに協力する義務

理念

当院は働く人々のために、そして地

域の人々のために信頼される医療を

目指します

基本方針

1.　インフォームドコンセントの実践

2.　安全かつ良質な医療の提供

3.　勤労者医療の推進
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　がん検診で癌と診断されたもののうち愛媛

労災病院外科では、肺癌、胃癌、大腸癌、乳

癌の治療を行っております。今回は乳癌検診

と診断の流れについてお話します。

◎『検診』とは　

　『検診』とは「病気にかかっているかどうかを

調べるための診察・検査」のことをいいます。

つまり、『がん検診』とは、なにも自覚症状がな

い集団や個人に対して、癌の早期発見と死亡率

低下を目的に行われる検査のことです。すでに

自覚症状や何か気になることがある場合は、検

診を待つのではなく速やかに一般の外来を受診

し精密検査を受けるようにしてください。

◎検診での検査について

　一般的に乳がん検診の方法には視触診、乳

房エックス線（マンモグラフィ、以下MMG）

検査、乳腺超音波検査（エコー）があります。

MMG検診は40歳以上の女性に対して乳がん

による死亡率を低下させることが証明された

ことから、現在は40歳以上の女性に対しMMG

検診が行われています。MMG検診で精密検査

が必要とされた方には2次検診で超音波検査が

行われることから、後から施行される超音波

検査の方が精度が高いと誤解され、初めから

超音波単独での検診を希望される方がおられ

ます。確かに超音波検査は癌か否かに関わら

ず、しこりを見つけるのは得意ですが、しこ

りが存在せず小さな石灰化のみをきっかけに

発見されるタイプの乳癌を診断するのには不

向きです。これら石灰化で早期発見できる乳

癌を見つけるにはMMG検査の方が断然有効で

す（図1）。

　現在では厚生労働省が勧める乳がん検診の

方法は、『問診及び乳房エックス線検査とする。

なお、視診及び触診（視触診）は推奨しないが、

仮に実施する場合は、乳房エックス線検査と

併せて実施すること。』と、視触診も推奨されな

くなっております。このような情報を参考に視

触診や超音波検査を行うにしても、必ずMMG

を併用していただくことをお勧めいたします。

◎診断と治療について

　最終的に癌か否かを診断するには顕微鏡検

査が必要になります。病変が疑われる部位に

体表から針を刺し細胞や組織を採取し顕微鏡

で診断を行う検査です。仮に癌であった場合

は、乳癌のタイプや、CTやMRIなどの検査で

病変の広がりを確認します。そして乳がん治

療のガイドラインや患者さん各々の希望を踏ま

えて治療の方針を検討していきます。手術につ

いていえば、乳房切除、乳房温存という従来

の術式から最近では切除したあとに乳房を作

り直す乳房再建という術式も選ばれつつあり

ます。すべての症例に対応できるわけではあ

りませんが当院で対応できない場合は愛媛大

学医学部の乳腺外科をはじめ近隣医療機関と

連携して診療にあたってまいります。

外科部長　八　木　隆　治

(図1)MMG検査での乳腺の石灰化

MMG検査は超音波検査では確認しづらい
石灰化で発見される早期乳癌を検出できる

乳がん検診と診断の流れについて



−3−

愛媛労災病院ニュース（ホームページ：http：//www.ehimeh.johas.go.jp）	 2017年７月５日

　北5階病棟は、循環器内科、呼吸器内科の混合

病棟です。循環器内科では、狭心症、心筋梗塞、

心不全、不整脈の患者様、呼吸器内科では、肺

がん、慢性閉塞性肺疾患（COPD）、非結核性抗

酸菌症の患者様が多く入院しています。

　心不全や呼吸不全で入退院を繰り返し、生活

習慣の改善を余儀なくされる患者様に対して、

自己管理ができるように家族の方にも協力を得

ながら計画的に生活指導を行っています。患者

カンファレンスをはじめ、MSW（医療ソーシャ

ルワーカー）・地域連携室看護師との退院支援カ

ンファレンス、がん化学療法認定看護師・緩和

ケア認定看護師・リハビリスタッフとの他職種

カンファレンスを行い、患者様を自分の家族と

思いながら、どのような看護が提供できるか日々

考え実践しています。

　昨年度より、安全で質の高い看護を提供する

ことを目的に、PNS（パートナーシップ・ナー

シングシステム）を試験的に導入しています。「一

人では不安なこともパートナーに相談できるこ

とで、安心して患者様に対応できる。」という声

も聞かれています。良きパートナーとして互い

の特性を活かし、互いに協力し合って、患者様

の看護にあたっています。

　「食べる」ことは生命活動に必要な栄養の維持

のほか、人生の喜びのひとつで、生きる意欲に

も繋がります。しかし、高齢者の増加に伴い、

食べる機能が低下している人が多く存在してい

ます。食欲の低下や痰

の量の増加、むせる、

やせ・体重の変化など

が当てはまる場合は、

摂食嚥下障害が疑われ

ます。水や食物がうま

く飲み込めなくなった

り、肺の方へ行ってし

まうようになる（誤嚥）

ことを「嚥下障害」とい

い、食べられないこと

全般を広い意味で「摂食

嚥下障害」と呼びます。

　そこで、食べる前の

言語聴覚士　野　村　裕　子

看護師長補佐　和　田　　司

準備体操として『藤島式嚥下体操セット』をご紹

介します。

　むせにくい体づくりをして、いつまでも美味

しく「口から食べる」ようにしましょう。

北5階病棟紹介

口から食べる
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　私は、平成25年４月
より当院小児科に勤務し
ておりますが、昨年２月
に第３子を出産し、１年
間の育児休暇を頂いた
後、今春より復職致しま
した。
　自宅が東温市にあるた

め、運転が苦手ながらも毎朝１時間弱の高速通勤
をしております。まだまだ手のかかる３人の子供
達（１歳、５歳、小学２年生）との朝の準備風景

はまさに戦場で「こら～！早くして～！」という
私の声が、家中にいつも響き渡っております。が、
母の言うことなど大して気にしないマイペース
な彼らの笑顔に結局は癒されつつ、今の自分にで
きる限りのお仕事をさせていただいています。
　当科は常勤小児科医１名での外来診療しか
行っておらず、非常に微力ではありますが、少し
でも地域の子供達に寄り添い、かかりつけ病院の
立場を確立できるよう今後も努力していきたい
と思っております。皆様、今後ともどうぞよろし
くお願いいたします。

ふれあい看護週間行事

復職医の紹介

　近代看護の母と呼ばれるフローレンス・ナイ
チンゲールの誕生日が５月12日です。それにあ
わせて、今年度は５月７日～13日までの期間を
看護週間と定めて、様々な行事が全国で開催さ
れました。当院でもこの期間中、１階廊下に病
棟紹介をはじめ、各部署紹介のパネル展示を行
い、入院・外来患者さまや地域の人々に見て頂
く事ができました。

ふれあい看護週間担当　大　山　淳　子

小児科副部長　山　岡　理　恵

　また、５月９日は、院内薬局前ロビーで看護
相談を行い、普段気軽に聞く事ができない薬剤
の話や、栄養に関する事など、外来通院中の方
を中心に参加して頂き、好評に終わりました。
その他病棟では、看護体験も実施し、血圧測定
や足浴などの体験をして頂き、看護を身近に
知って頂く機会となりました。


